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� � 三越伊勢丹グループ企業理念　�

グループスローガン

グループの姿勢

グループビジョン

向きあって、その先へ。

真摯に、しなやかに、力強く、向きあいます。

・お客さま一人ひとりと向きあいます。	 ご要望とご期待に感動レベルのおもてなしでお応えします。	

・仲間たちと向きあいます。	 学びあい、磨き合い、新たな価値を創造します。	

・株主の皆さまと向きあいます。	 公正透明な経営を基盤に、誠意と成果でお応えします。	

・パートナーの皆さまと向きあいます。	 顧客満足を合言葉に、最良の関係を築きます。	

・地域、社会、地球と向きあいます。	 ありたい未来の実現に向けて貢献します。

将来にわたり、かけがえのない信頼関係を築いていきます。

「常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、

お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、

お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストアとなり、

高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となる。
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将来予測表記に対する特記事項
三越伊勢丹ホールディングスアニュアルレポート2014は、三越伊勢丹グループ
の業績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、三越伊勢丹
ホールディングスの株式購入や売却を勧誘するものではありません。本レポート
には、将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、現時点の当社の経営者の判断に基づいて作成しており、リスク
や不確実性が含まれています。よって、実際の業績は様々な要素により、これらの
業績予測と異なりうることをご承知おきください。

アニュアルレポート2014についてのお問い合わせ先
（株）三越伊勢丹ホールディングス�
業務本部�総務部
TEL:03(6205)6001
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� � ステークホルダーの皆さまへ　�

代表取締役会長執行役員

石塚　邦雄

代表取締役会長執行役員

石塚 邦雄

代表取締役社長執行役員

大西　洋

代表取締役社長執行役員

大西 洋

世界随一の小売サービス業グループの	
実現に向けて

　当期は、政府による景気対策や消費税率引き上げ前の駆け込み需要もあり、消費は全体として堅調に

推移いたしました。

　こうした中、三越伊勢丹グループは、お客さま一人ひとりの生活と深く関わり、当社グループならではの

上質な商品とサービスを心地よい環境やおもてなしの中でご提供することで、お客さまの満足の向上に努め

てまいりました。

　今後、三越伊勢丹グループは、さらに企業の成長に向けた取り組みを推し進め、常にお客さまのご期待

を上回る新たな価値を創造し続けることで、グループビジョンである「世界随一の小売サービス業グループ」

の実現を目指してまいります。株主・投資家の皆さまにおかれましては、一層のご支援とご指導をよろしくお

願い申し上げます。
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原点に立ち返り、
「真のマイデパートメントストア」	
となるべく
お客さまと真摯に向き合います

付加価値の高い商品を積極的に開発

　三越伊勢丹グループは、「高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となることをめ

ざし、新しい百貨店の姿の構築と新たな収益事業の開発に取り組んでいます。

　当期は、日本の美意識･技･伝統を見つめ直し、新たな価値の日本のモノづくりを紹介する「ジャパンセ

ンスィズ（JAPAN SENSES）」や、お客さまの声にお応えする独自企画商品「オンリー・エムアイ」など、付

加価値の高い商品を積極的に開発し展開してきました。

　これらにより、伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店の基幹3店舗を中心に好調に推移し、

売上高は前期比6.9％増の1兆3,215億円、営業利益は同30.1％増の346億円となりました。営業利益は

4年連続の増益で、2008年4月の統合以来、最高益を更新することができました。

「高い魅力のコンテンツ創出」を基幹戦略に追加

　今期は、消費増税の影響や小売業界の競争激化など、先の読めない変化の激しい年になると思われ

ます。こうした変化にグループとして対応するため、グループ3ヶ年計画をローリングし、基幹戦略に「高い魅

力のコンテンツ創出」を加えました。これは、上質で新しいライフスタイルを創造するため、魅力の高いコンテ

ンツをグローバルに開発・調達し、世界基準で評価される独自性・顧客価値の高い商品・サービス・ソリュー

ションの創出をめざすものです。

　この「高い魅力のコンテンツ創出」と従来の「顧客接点の拡大と充実」「生産性向上」の3つを“中期

的にめざす姿を実現する基幹戦略”として推進し、今期に営業利益350億円の達成をめざします。

絶対的価値を再びつくり上げるために

　「真のマイデパートメントストア」となるには、商品・サービスにソリューションを加えた「グループの絶対的価

値」をお客さまに提供していかなくてはなりません。そのためには、その基礎となる安心・安全・信頼の構築

という私たちの原点に立ちかえり、「絶対的価値」の土台を再度つくり上げることが必要だと強く感じてい

ます。本年4月には、昨年度のレストランメニュー誤表示問題を重く見て、社長直系の「リスクマネジメント

室」を設置しました。また、各営業ラインにコンプライアンス担当を新設するなど、お客さまの信頼回復に向け

て様々な取り組みを行っています。

　私たちは、これからも“お客さま一人ひとりにとって生涯にわたるマイデパートメントストアとなる”ために、そ

して高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループとなるために、全力を尽くしてまいります。

今後とも末永いご支援をよろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長執行役員　大西 洋

� � トップメッセージ　� � � グループビジョンの実現に向けて中期にめざす姿　�
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　これらにより、伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店の基幹3店舗を中心に好調に推移し、

売上高は前期比6.9％増の1兆3,215億円、営業利益は同30.1％増の346億円となりました。営業利益は
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絶対的価値を再びつくり上げるために

　「真のマイデパートメントストア」となるには、商品・サービスにソリューションを加えた「グループの絶対的価

値」をお客さまに提供していかなくてはなりません。そのためには、その基礎となる安心・安全・信頼の構築

という私たちの原点に立ちかえり、「絶対的価値」の土台を再度つくり上げることが必要だと強く感じてい

ます。本年4月には、昨年度のレストランメニュー誤表示問題を重く見て、社長直系の「リスクマネジメント

室」を設置しました。また、各営業ラインにコンプライアンス担当を新設するなど、お客さまの信頼回復に向け
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� � トップメッセージ　� � � グループビジョンの実現に向けて中期にめざす姿　�

三越伊勢丹グループはグループビジョンの実現に向けて、2018年度に連結営業利益500
億円の達成をめざします

三越伊勢丹グループビジョン

上質で新しいライフスタイル
さまざまな生活シーンでお役に立つ

一人ひとりの生涯にわたる
マイデパートメントストア

成長し続ける世界随一の
小売サービス業グループ

中期的に目指す姿

2018年度 営業利益500億円以上の達成

高い魅力のコンテンツ創出
顧客接点の拡大と充実

生産性向上
インフラと機能×

【百貨店業】
① 独自性・収益性の高い編集や仕入構造改革をさらに強化しながら、国内外の百貨店や中小型店舗へと展開。新たな小型

業態・中型セレクトストアの開発・多店舗展開へ。

②店舗とWEBが連動したオムニチャネル展開

【その他の事業】
③ 旅行事業では百貨店各店舗を活用したインバウンドビジネスと連携し、国内外の富裕層を中心に高付加価値・高品質な旅

行を提供。

④ 商業不動産事業においては、商業不動産開発部を設置し、プロパティマネジメント機能を担う新会社を設立、収益事業化

を図る。

  三越伊勢丹グループ3ヶ年計画（2014年度-2016年度）の  重要戦略のポイント

346億円

2013年度 2016年度 2018年度

64
51

232

420億円

65

65

285

500億円

70

80
5

350

■ 百貨店業　■ クレジット・金融業　■ 小売・専門店業　■ 不動産業　■ 新規事業（旅行、人材サービス 等）

△3

10

+α
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   事 業 概 況  �

� � 2014年3月期�決算概要　�

  事 業 概 況  　 　

� � 当期の概況�（2013年4月1日～2014年3月31日）　�

(百万円）

2010年3月期 2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

売上高 1,291,617 1,220,772 1,239,921 1,236,333 1,321,512

売上総利益 360,685 342,005 347,788 347,410 370,022

販売費及び一般管理費 356,508 331,012 323,954 320,771 335,376

営業利益 4,177 10,993 23,834 26,639 34,646

経常利益 19,730 27,093 38,452 34,217 38,440

当期純利益 △63,521 2,640 58,891 25,292 21,166

総資産 1,238,006 1,237,775 1,227,947 1,223,677 1,284,658

純資産 425,120 418,152 468,479 505,127 541,069

有利子負債 197,283 213,925 173,264 181,263 171,285

設備投資 28,256 33,365 19,243 30,499 31,569

減価償却費 22,411 22,933 22,406 21,559 22,228

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,604 33,211 57,843 4,438 46,022

投資活動によるキャッシュ・フロー 47,443 △24,419 △15,939 △26,312 △19,221

財務活動によるキャッシュ・フロー △41,688 11,241 △44,940 2,339 △16,151

(%)

売上高総利益率 27.93 28.02 28.05 28.10 28.00

売上高販管費率 27.6 27.1 26.1 25.9 25.4

売上高営業利益率 0.3 0.9 1.9 2.2 2.6

総資産営業利益率（ROA) 0.3 0.9 1.9 2.2 2.8

自己資本当期純利益率（ROE) △14.3 0.6 13.6 5.3 4.2

自己資本比率 33.4 32.8 37.2 40.1 40.8

有利子負債依存度 15.9 17.3 14.1 14.8 13.3

(円)

1株当たり当期純利益 △162.51 6.69 149.28 64.11 53.65

1株当たり配当金 10.00 7.00 10.00 10.00 11.00

(%)

配当性向 – 104.6 6.7 15.6 20.5

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
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   事 業 概 況  �

� � 2014年3月期�決算概要　�

  事 業 概 況  　 　

� � 当期の概況�（2013年4月1日～2014年3月31日）　�

　小売業界におきましては、景気回復に加えて、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の影響もあり、首都圏を

中心に消費は堅調に推移いたしました。

　当グループの百貨店業においては、伊勢丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店の基幹3店を中心に、売

上が好調に推移。クレジット・金融・友の会業につきましては、お客様の利便性をさらに高め、順調にカード会員数を

拡大するなど、小売・専門店業、不動産業においても、売上を伸ばしました。

　この結果、当期の売上高は1兆3,215億円（前期比6.9％増）、営業利益は346億円（同30.1％増）、経常利益

は384億円（同12.3％増）となりました。

　2015年3月期連結業績の見通しにつきましては、通販事業の再編による売上高の減収を見込んでおります

が、営業利益は5期連続の増益、過去最高益の更新をめざしてまいります。

売上高�
（百万円）

営業利益�
（百万円）

経常利益�
（百万円）

当期純利益�
（百万円）

一株当たり�
当期純利益�（円）

2014年度 1,300,000 35,000 32,000 20,000 50.69

2013年度 1,321,512 34,646 38,440 21,166 53.65

前期比 -1.6% 1.0% -16.8% -5.5% -2.96

��次期の見通し

　連結売上高1兆3,215億円のうち、中核である百貨店業が約90％を占めています。残りの約10％は、グループ

内のカード事業を行う「クレジット・金融・友の会業」、スーパーマーケットや通信販売等を営む「小売・専門店業」、

不動産業などにより構成されています。

��セグメント別売上高

百貨店業

伊勢丹新宿本店：39.3％

三越日本橋本店：25.7％

その他支店：24.7％

三越銀座店：10.3％

91.4%

クレジット・金融・友の会業1.2%

その他1.0%

不動産業1.0%

小売・専門店業5.4%
連結売上高

1兆3,215億円

首都圏百貨店：9店舗
売上高：6,753億円

基幹3店：新宿、日本橋、銀座
売上高：5,082億円

その他支店：立川、松戸、浦和、相模原、
 府中、千葉（ほか専門館6店舗）

売上高：1,671億円

海外百貨店
売上高：871億円
・中国：5店舗（上海、天津、天津濱海新区、成都、花園飯店）
・東南アジア：11店舗（タイ、マレーシア、シンガポール）
・欧州・米国：2店舗（イタリア、アメリカ）
・持分法適用関連会社：1社13店舗（20支店）（台湾）

国内地域百貨店
売上高：4,287億円
・地域百貨店：15店舗
 （札幌、函館、仙台、新潟、静岡、名古屋、高松、松山、広島、福岡）
・持分法適用関連会社：1社2店舗（京都、大阪）

基幹3店：75.3％

営業利益／売上高営業利益率 総資産／総資産営業利益率（ROA）

20142013201220112010
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20142013201220112010

937,000951,489
888,923892,133878,772

27.9228.0028.1028.0528.02

363,000370,022
347,410347,788342,005

0
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売上原価・売上総利益（売上高）／売上高総利益率
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0.9
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� � 不動産業・その他　�

   事 業 概 況  �

� � 百貨店業　�

  事 業 概 況  　 　

� � クレジット・金融・友の会業　�

　百貨店事業におきましては、「百貨店のあるべき姿」を実現すべく、景気や消費マインド等の要因に左右されな

い新たな発想でお客さまのご期待にお応えし、絶対的な価値を創造・提供させていただくことで、お客さま満足の

向上に取り組んでまいりました。

　伊勢丹新宿本店は昨年3月のグランドオープン以降、売上が予想を上回る水準で推移し、増床後4年目となる

三越銀座店が2桁の増収となりました。また、三越伊勢丹の各支店ならびに地域百貨店事業会社の各店舗にお

きましては、地域ごとにお客様のニーズに合わせた店舗のあり方を追求するなど様々な施策に取り組み、国内百

貨店グループ全体で大幅に売上を伸ばしました。

　これらの結果、百貨店業全体の売上高は1兆2,010億円（前連結会計年度比7.0％増）、営業利益は232億円

（前連結会計年度比24.2％増）となりました。

　百貨店業の売上高の約90％のうち、国内の売上が84％、さらに首都圏百貨店の売上が50％超を占め、首都圏

の7割強が基幹3店舗（新宿・日本橋・銀座）の売上です。海外は中国、東南アジア圏に進出しており、売上シェア

は6％となっています。

・2013年度　商品別の売上は衣料品が４割弱、次いで食料品が２割強を占めています。

・ 伊勢丹新宿本店のリニューアル効果等があり、衣料品の売上が好調に推移し、雑貨は基幹店を中心に宝飾・時

計等の高額品が好調だったことにより売上を伸ばしました。

※身廻品：靴・アクセサリー・ハンドバック等が含まれます。
※雑貨：化粧品のほか、美術工芸品、宝石・貴金属・時計等が含まれます。

首都圏百貨店の商品別売上高

�(百万円）

2013年度 売上構成比（％） 前期比（％）

衣料品 251,976 37.3 7.0

紳士服 72,992 10.8 7.5

婦人服 144,058 21.3 7.3

子供服 17,737 2.6 2.3

呉服寝具 17,188 2.5 7.0

身廻品 80,314 11.9 14.2

雑貨 112,030 16.6 19.1

家庭用品 33,727 5.0 -0.4

食料品 149,347 22.1 2.1

その他 47,919 7.1 0.3

合計 675,315 100.0 7.5

衣料品
37.3%

身廻品
11.9%

雑貨
16.6%

家庭用品
5.0%

食料品
22.1%

その他
7.1%

首都圏百貨店
売上高

6,753億円

伊勢丹新宿本店 三越日本橋本店 三越銀座店
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　クレジット・金融・友の会業については、当社グループのお客さまの利便性を

さらに高めるとともに、収益力の高い経営基盤の構築に取り組みました。

　株式会社エムアイカードにおいては、カード会員数の増加や外部加盟店網

の拡大に努めた結果、百貨店取扱高の堅調な推移に加え、加盟店手数料も

増加しました。

　これらの結果、売上高は33,488百万円（前

連結会計年度比8.2％増）、営業利益は5,193

百万円（前連結会計年度比40.0％増）となりま

した。

　小売・専門店業については、株式会社三越伊勢丹フードサービスが、食品の製造・卸売・販売に関わる業務の効率化と商品

力の向上に取り組み、昨年５月には、東京都武蔵野市に「武蔵境店」をオープンいたしました。

　また、食品宅配事業については昨年11月に、株式会社三越伊勢丹通信販売から食品宅配事業「三越伊勢丹エムアイデリ」

を事業移管するとともに、有機野菜等の食品宅配業を営むオイシックス株式会社との業務提携を開始。さらに通販事業につい

ては本年４月に、日本郵便株式会社と共同で商品調達・カタログ制作を行う合弁会社「株式会社ＪＰ三越マーチャンダイジング」

を設立しました。

これらの結果、売上高は85,823百万円（前連結会計年度比0.1％増）、営業損失は319百万円（前連結会計年度は営業損失

532百万円）となりました

不動産業
　不動産業については、ビル管理業を営む株式会社三越伊勢丹ビルマネジメントが、グループ全体の営業支援および省エネ関

連業務に取り組み、グループ内の建物管理業務の受託店舗を拡大するとともに、地域の特性に合わせた管理体制の構築等、

業務効率の改善に努めました。

　これらの結果、売上高は39,790百万円（前連結会計年度比21.6％増）、営業利益は6,462百万円（前連結会計年度比

83.3％増）となりました。

その他
　その他については、情報処理サービス業の株式会社三越伊勢丹システム・ソリューションズ、物流業の株式会社三越伊勢丹ビ

ジネス・サポート、人材サービス業の株式会社三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ等が、外部企業からの業務を受託し、グルー

プ内の経営資源の最適化を図るなど、グループ各社への営業支援体制の効率化を推進しました。

　これらの結果、売上高は71,402百万円（前連結会計年度比1.8％減）、営業損失は68百万円（前連結会計年度は営業利

益1,109百万円）となりました。

■ エムアイカード口座数

� � 小売・専門店業　�

� � 不動産業・その他　�

   事 業 概 況  �

� � 百貨店業　�

  事 業 概 況  　 　

� � クレジット・金融・友の会業　�

2013201220112010
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三越伊勢丹グループは、事業活動を通じてステークホルダーの皆さまにご理解・ご信頼をいただき、持続可能な社会の
実現に向け、一定の役割を果たすことが、社会に対する企業としての責任であると考えています。グループのCSR方針
は、「グループ企業理念の実践＝CSR活動」を基本的な考え方とし、次のように定めています。

定  義

グループ企業理念に基づき、社会の様々な課題に向きあい、
企業活動を通じてその解決に貢献することで、関わりのある
すべての人々のその先（未来）が豊かになる活動

めざ す 姿

グループ企業理念の実践を通じて、CSRの分野においても
世界随一の小売サービス業グループ

● 「企業理念」の実践を通じた「CSR」の考え方

企業理念

倫理行動基準

品質・安全性
雇用・人材 環境改善

コンプライアンス

コーポレート
コミュニケーション

本業外の社会貢献
（慈善活動）
◆メセナなど

本業を通じた社会貢献

◆チャリティ
◆環境ビジネスなど

内部統制

コーポレートガバナンス リスクマネジメント

企業として絶対
果たさなければ
ならない責任

三越伊勢丹グループは、「環境改善、品質・安全性、雇用・人材」という３つの分野に重点を置いてCSR活動に取り組んで
まいりました。東日本大震災以降、経済・社会環境、お客さまの価値観や考え方も多様化しています。今後はこの３分野
に加え、これまで以上に本業を通じた三越伊勢丹グループならではの「地域・社会貢献活動」を推進し、ISO 26000
組織統治、環境、人権、労働慣行などの社会課題の解決に貢献し、ステークホルダーの皆さまの「こころが動く」（感動
していただける）ようなCSR活動を展開してまいります。

   C S R  �

� � グループのCSR方針　�

   経 営 体 制  �

� � コーポレート・ガバナンス　�

��本業を通じた「地域・社会貢献活動」
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● コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方　 

● 会社の機関および内部統制システムの整備状況　 

● コンプライアンス　 

● リスクマネジメント　 

● 財務報告に係る内部統制　 

　三越伊勢丹グループはお客さま・従業員・株主・取組先・地
域社会といったステークホルダーと良好な関係を構築するととも
に、株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、法律上
の機能制度を整備・強化し、経営機構改革と併せて、コーポレー
ト・ガバナンス改革を推進しています。 また、企業の社会的責任

　三越伊勢丹ホールディングスは監査役会設置会社の形態を
とり、取締役会の諮問機関として社外取締役を中心に構成さ
れる指名報酬委員会を創設し、ガバナンスの透明性を確立し
ています。さらに執行役員制度を採用し、業務執行の効率化・
責任の明確化を図るとともに意思決定の迅速化を図るため、
経営戦略会議を原則週1回開催しています。この会議では、グ
ループにおける経営資源の適切な配分と事業計画を審議して
います。

　全従業員が法令を遵守して職務を行う体制を構築していま
す。また、「取締役会規程」に則り月１回取締役会を定例開催
し、取締役間の意思疎通を図ることで、相互に業務執行を監
督し、法令定款違反行為を未然に防止しています。また、三越
伊勢丹ホールディングス業務本部にコンプライアンスに関する所
管部署・担当を設置し、内部統制・法令遵守体制の維持・向上

　三越伊勢丹ホールディングスは、経営戦略会議メンバーを中
心とするリスクマネジメント委員会および事務局※を設置し、グ
ループ各社のリスクマネジメント部門と密接に連携をとりながら、
グループ全体のリスクマネジメントを行う体制を整えています。ま
た、リスクマネジメント基本方針および基本規程を定め、優先的
に対応すべきリスクを選定することで、それぞれ事前防止策を
策定・実施し、リスク発現の防止または最小化に努めています。
また緊急時・リスク発生時の対応として、迅速に対応できる社内

　適正な財務報告を確保するための全社的な方針や手続き
を示したうえで、必要な組織、ルール等を整備し、適切な運用
を図り、重要な事項に誤りが発生することを防止する体制を整
えています。また、独立的な評価部門として「リスクマネジメント
室」を設置し、業務活動のモニタリング結果の報告を受け、内
部統制上の問題が発見された場合は必要な是正措置をとっ
ています。

を果たすという観点から、企業活動の透明性を高め、コンプライ
アンス経営に徹するとともに、ステークホルダーの皆さまから信頼
される企業グループをめざし、経営の意思決定の迅速化、経営
監督機能の強化、内部統制システムの充実などに、継続的に
取り組んでいます。

を図っています。さらに内部監査部門を設置し、各部門と連携
しながら業務遂行の適法性・妥当性などを監査しています。
　そのほか、グループ全体を対象とする内部通報・相談窓口と
して、「三越伊勢丹グループホットライン」を設置し、従業員など
からの通報・相談に基づき、コンプライアンスの視点から、是正措
置・再発防止策を適時策定・推進しております。

横断的な管理体制および情報連絡体制を整備するとともに、
優先順位の高いリスクに対しては具体的な対応計画をあらかじ
め策定し、全従業員に教育・訓練を行うことで、損害の拡大、二
次被害の防止・最小化、再発の防止に努めています。さらに災
害対策の具体的な取り組みとして、三越・伊勢丹各店での気
象庁の緊急地震速報の運用やグループ横断での新型インフル
エンザ対策マニュアルの作成などを実施しています。

※三越伊勢丹ホールディングス業務本部およびリスクマネジメント室

さらに、事業年度末日を基準日とした評価は、財務報告の信頼
性に及ぼす重要性から必要な範囲を決定し、「全社的な内部
統制」および「業務プロセスに係る内部統制」の評価を一般に
公正妥当と見られる評価の基準に準拠し実施しました。その結
果、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判断しまし
た。また、独立監査人からも財務報告に係る内部統制の評価
結果について適正であるとの意見表明を受けております。

株主総会
【経営監督機構】

【業務執行機構】

取締役会
監査役

（監査役）

リスクマネジメント室

指名報酬委員会

各委員会

代表取締役会長執行役員

代表取締役社長執行役員

経営戦略会議

グループ内各社各部門

第1部 第2部

   C S R  �

� � グループのCSR方針　�

   経 営 体 制  �

� � コーポレート・ガバナンス　�
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株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日現在 （単位：百万円）

資産の部 2013 2014

流動資産合計 252,872 299,657
　現金及び預金 38,630 55,123
　受取手形及び売掛金  110,793  138,850
　有価証券 159 728
　商品 53,815 55,616
　製品 654 532
　仕掛品 58 78
　原材料及び貯蔵品 1,346 1,191
　繰延税金資産 15,917 16,985
　その他 34,379 33,498
　貸倒引当金 △�2,882 △ 2,948

固定資産合計 970,769 984,888
　有形固定資産合計 728,679 733,081
　　建物及び構築物 468,162 474,357
　　　減価償却累計額 △290,320 △ 296,090
　　　建物及び構築物（純額） 177,841 178,266
　　土地 532,926 531,241
　　建設仮勘定 675 1,209
　　その他 70,737 78,644
　　　減価償却累計額 △�53,500 △�56,281
　　　その他（純額） 17,236 22,363

　無形固定資産合計 50,429 52,211
　　ソフトウエア 13,430 15,243
　　その他 36,999 36,967

　投資その他の資産合計 191,659 199,595
　　投資有価証券 94,026 104,989
　　長期貸付金 667 592
　　差入保証金 82,301 81,125
　　退職給付に係る資産 — 2,780
　　繰延税金資産 2,417 2,413
　　その他 12,607 7,985
　　貸倒引当金 △�361 △�290

繰延資産合計 35 112
　社債発行費 35 112

資産合計 1,223,677 1,284,658

   財 務 諸 表  �

� � 連結貸借対照表　�

  財 務 諸 表  　 　

�
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（単位：百万円）

負債の部 2013 2014

　流動負債合計 426,627 435,565
　　支払手形及び買掛金 115,474 134,420
　　1年内償還予定の社債 12,000 —
　　短期借入金 43,463 66,985
　　コマーシャル・ペーパー 46,000 13,000
　　未払法人税等 3,707 6,655
　　商品券 82,532 81,521
　　繰延税金負債 1 1
　　賞与引当金 9,067 11,022
　　ポイント引当金 4,154 4,949
　　商品券回収損引当金 21,306 22,496
　　その他 88,919 94,512

　固定負債合計 291,923 308,023
　　社債 12,000 32,000
　　長期借入金 67,800 59,300
　　繰延税金負債 152,698 157,699
　　退職給付引当金 38,162 —
　　退職給付に係る負債 — 38,561
　　関係会社事業損失引当金 — 81
　　持分法適用に伴う負債 3,991 4,016
　　その他 17,270 16,366

　負債合計 718,550 743,588

純資産の部
　株主資本合計 500,124 517,117
　　資本金 50,118 50,157
　　資本剰余金 325,077 325,116
　　利益剰余金 125,171 142,110
　　自己株式 △�243 △�266

その他の包括利益累計額合計 △�9,122 7,474
　その他有価証券評価差額金 △�1,316 1,249
　繰延ヘッジ損益 0 0
　為替換算調整勘定 △�7,806 6,526
　退職給付に係る調整累計額 — △�302

新株予約権 1,441 1,480

少数株主持分 12,683 14,997

純資産合計 505,127 541,069

負債純資産合計 1,223,677 1,284,658

   財 務 諸 表  �

� � 連結貸借対照表　�

  財 務 諸 表  　 　

�
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株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度 （単位：百万円）

連結損益計算書 2013 2014
売上高 1,236,333 1,321,512
売上原価 888,923 951,489
売上総利益 347,410 370,022
販売費及び一般管理費 320,771 335,376
　広告宣伝費 27,631 27,478
　ポイント引当金繰入額 1,998 3,239
　給料手当及び賞与 97,430 99,718
　退職給付費用 4,893 4,262
　貸倒引当金繰入額 315 460
　減価償却費 21,559 22,228
　地代家賃 41,024 41,760
　業務委託費 34,093 36,018
　その他 91,823 100,210
営業利益 26,639 34,646
営業外収益 23,513 16,183
　受取利息 911 970
　受取配当金 742 817
　持分法による投資利益 — 5,184
　未回収商品券受入益 4,345 5,657
　負ののれん償却額 13,234 —
　固定資産受贈益 2,683 2,147
　その他 1,594 1,406
営業外費用 15,935 12,389
　支払利息 1,469 1,319
　持分法による投資損失 5,847 —
　固定資産除却損 694 1,765
　商品券回収損引当金繰入額 3,178 5,347
　その他 4,746 3,956
経常利益 34,217 38,440
特別利益 531 102
　固定資産売却益  31  42
　投資有価証券売却益 — 60
　関係会社株式売却益 500 —
特別損失 12,197 5,189
　固定資産売却損 978  326
　固定資産処分損  3,537 356
　減損損失 6,398  2,640
　投資有価証券評価損 39 —
　関係会社整理損 835 —
　退職給付制度移行損失 — 1,741
　その他 407 124
税金等調整前当期純利益 22,551 33,353
法人税、住民税及び事業税 4,420 7,538
法人税等調整額 △�7,772 4,140
法人税等合計 △�3,352 11,678
少数株主損益調整前当期純利益 25,903 21,674
少数株主利益 611 508
当期純利益 25,292 21,166

連結包括利益計算書
少数株主損益調整前当期純利益 25,903 21,674
その他の包括利益 14,664 18,792
　その他有価証券評価差額金 4,291 754
　繰延ヘッジ損益 △�0 0
　為替換算調整勘定 4,315 5,913
　持分法適用会社に対する持分相当額 6,057 12,124
包括利益 40,568 40,467
　（内訳）
　親会社株主に係る包括利益 38,341 38,065
　少数株主に係る包括利益 2,227 2,401

   財 務 諸 表  �

� � 連結損益計算書及び連結包括利益計算書　�

  財 務 諸 表  　 　

� � 連結株主資本等変動計算書　�
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株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

2013� （単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 50,102 325,061 103,823 △�233 478,754

当期変動額

　新株の発行 16 16 32

　剰余金の配当 △�3,945 △�3,945

　当期純利益 25,292 25,292

　自己株式の取得 △�12 △�12

　自己株式の処分 △�0 2 2

　株主資本以外の項目�
　の当期変動額（純額)

当期変動額合計 16 15 21,347 △�9 21,369

当期末残高 50,118 325,077 125,171 △�243 500,124

�
その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

退職給付に
係る

調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 △�5,604 1 △�16,567 — △�22,170 1,246 10,648 468,479

当期変動額

　新株の発行 32

　剰余金の配当 △�3,945

　当期純利益 25,292

　自己株式の取得 △�12

　自己株式の処分 2

　株主資本以外の項目�
　の当期変動額（純額) 4,288 △�0 8,760 — 13,048 195 2,035 15,278

当期変動額合計 4,288 △�0 8,760 — 13,048 195 2,035 36,647

当期末残高 △�1,316 0 △�7,806 — △�9,122 1,441 12,683 505,127

   財 務 諸 表  �

� � 連結損益計算書及び連結包括利益計算書　�

  財 務 諸 表  　 　

� � 連結株主資本等変動計算書　�
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株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

2014� （単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 50,118 325,077 125,171 △ 243 500,124

当期変動額

　新株の発行 38 38 77

　剰余金の配当 △ 3,945 △ 3,945

　当期純利益 21,166 21,166

　自己株式の取得 △ 24 △ 24

　自己株式の処分 0 1 1

　連結範囲の変動 △ 281 △ 281

　株主資本以外の項目�
　の当期変動額（純額)

当期変動額合計 38 39 16,938 △ 23 16,993

当期末残高 50,157 325,116 142,110 △ 266 517,117

�
その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

退職給付に
係る

調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 △ 1,316 0 △ 7,806 — △ 9,122 1,441 12,683 505,127

当期変動額

　新株の発行 77

　剰余金の配当 △ 3,945

　当期純利益 21,166

　自己株式の取得 △ 24

　自己株式の処分 1

　連結範囲の変動 △ 281

　株主資本以外の項目�
　の当期変動額（純額) 2,566 △ 0 14,333 △ 302 16,596 38 2,314 18,949

当期変動額合計 2,566 △ 0 14,333 △ 302 16,596 38 2,314 35,942

当期末残高 1,249 0 6,526 △ 302 7,474 1,480 14,997 541,069

   財 務 諸 表  �

� � 連結株主資本等変動計算書　�

  財 務 諸 表  　 　

� � 連結キャッシュ・フロー計算書　�
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株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度 （単位：百万円）

2013 2014
営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前当期純利益 22,551 33,353
　減価償却費 23,360 23,738
　減損損失 6,398 2,640
　負ののれん償却額 △�13,234 —
　貸倒引当金の増減額（△は減少） △� 922 △�7
　退職給付引当金の増減額（△は減少） △�1,246 －
　退職給付に係る負債の増減額 － 983
　受取利息及び受取配当金 △�1,654 △�1,788
　支払利息 1,469 1,319
　持分法による投資損益（△は益）� 5,847 △�5,184
　固定資産売却損益（△は益）� 947 284
　固定資産処分損益（△は益）� 4,231 2,121
　投資有価証券売却損益（△は益） 39 —
　関係会社整理損 835 —
　売上債権の増減額（△は増加） △�5,577 △�28,775
　たな卸資産の増減額（△は増加） 691 △�412
　仕入債務の増減額（△は減少）� 2,883 16,565
　未払費用の増減額（△は減少）� △�1,324 △�1,997
　未払金の増減額(△は減少) △�32,051 773
　その他 △�6,176 3,921
　　　小計 7,068 47,535
　利息及び配当金の受取額 3,288 4,595
　利息の支払額 △1,413 △�1,331
　法人税等の支払額 △4,504 △�4,776
　営業活動によるキャッシュ・フロー 4,438 46,022

投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の預入による支出 △�2,848 △�4,523
　定期預金の払戻による収入 2,388 3,417
　有形固定資産の取得による支出 △�23,744 △�17,532
　有形及び無形固定資産の売却による収入 1,625 2,104
　無形固定資産の取得による支出 △�7,007 △�6,066
　有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △�2,670 △�1,138
　有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入 933 3,956
　敷金及び保証金の回収による収入 5,343 3,554
　敷金及び保証金の差入による支出 △�1,426 △�2,586
　その他 1,094 △�407
　投資活動によるキャッシュ・フロー △�26,312 △�19,221

財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増減額（△は減少） 7,499 8,023
　長期借入れによる収入 — 31,000
　長期借入金の返済による支出 △21,500 △�24,500
　社債の発行による収入 － 19,892
　社債の償還による支出 － △�12,000
　コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少）� 22,000 △�33,000
　配当金の支払額 △3,952 △�3,947
　自己株式の売却による収入 2 1
　自己株式の取得による支出 △12 △�24
　少数株主への配当金の支払額 △�166 △�146
　その他 △�1,531 △�1,449
　財務活動によるキャッシュ・フロー 2,339 △�16,151

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,578 3,468
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △�16,955 14,118
現金及び現金同等物の期首残高 53,017 35,781
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △�279 701
現金及び現金同等物の期末残高  35,781 �50,601

   財 務 諸 表  �

� � 連結株主資本等変動計算書　�

  財 務 諸 表  　 　

� � 連結キャッシュ・フロー計算書　�
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首都圏百貨店子会社
　◎伊勢丹
　●三越
■地域百貨店子会社

■専門館
◆持分法適用関連会社

社
店舗
店舗
社15店舗

店舗
社2店舗

（株）三越伊勢丹1
6
3

10

6
1

合計12社32店舗（百貨店26店舗、専門館6店舗）

■（株）札幌丸井三越
　丸井今井札幌本店
　札幌三越

■（株）仙台三越

◎伊勢丹浦和店
◎伊勢丹新宿本店
■新宿アルタ館

●三越日本橋本店

●三越銀座店
■三越恵比寿店

◎伊勢丹松戸店

●三越
　千葉店

■サンシャインシティアルタ館

◎伊勢丹相模原店

◎伊勢丹
　府中店

■三越多摩センター店

◎伊勢丹
　立川店

■（株）静岡伊勢丹

■（株）名古屋三越
　名古屋栄店
　星ヶ丘店
■ラシック店

◆（株）ジェイアール西日本伊勢丹
　ジェイアール京都伊勢丹
　JR大阪三越伊勢丹

■（株）高松三越

■（株）松山三越

■（株）広島三越

■（株）新潟三越伊勢丹
　新潟伊勢丹
　新潟三越
■新潟アルタ館

■（株）岩田屋三越
　岩田屋本店
　岩田屋久留米店
　福岡三越

（株）三越伊勢丹
◎伊勢丹（6店舗）
●三越（3店舗）
■専門館（4店舗）

■（株）函館丸井今井

〈首都圏拡大図〉

（株）札幌丸井三越、（株）函館丸井今井、（株）仙台三越、（株）新潟三越伊勢丹、（株）静岡伊勢丹、
（株）名古屋三越、（株）広島三越、（株）高松三越、（株）松山三越、（株）岩田屋三越
ラシック店、三越恵比寿店、三越多摩センター店、新宿アルタ館、サンシャインシティアルタ館、新潟アルタ館
（株）ジェイアール西日本伊勢丹

   コ ー ポ レ ー ト デ ー タ  �

� � 国内店舗�（2014年4月1日現在）　�

  コ ー ポ レ ー ト デ ー タ  　 　

� � 海外店舗�（2014年4月1日現在）　�
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アジア地区

欧州・米国

タイ（バンコク）

台湾

中国（天津）
●天津伊勢丹
●天津伊勢丹2号店
■天津伊勢丹有限公司

中国（上海）
◎伊勢丹（中国）投資有限公司
●花園飯店（上海）三越
●上海梅龍鎮伊勢丹
◆三越上海事務所
■上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司

マレーシア（クアラルンプール）
●クアラルンプール伊勢丹LOT10店
●クアラルンプール伊勢丹KLCC店
●クアラルンプール伊勢丹
　THE GARDENS店
●クアラルンプール伊勢丹ワンウータマ店
■イセタン オブ ジャパン Sdn.Bhd.

アメリカ
●オーランド三越
◆ニューヨーク駐在事務所
■米国三越INC.

フランス
◆パリ駐在事務所

イギリス
●ロンドン三越
■英国三越LTD.

イタリア
●ローマ三越
■三越伊勢丹イタリアS.r.l.
■イタリア三越S.p.A.

シンガポール
●シンガポール伊勢丹スコッツ店
●シンガポール伊勢丹オーチャード店
●シンガポール伊勢丹カトン店
●シンガポール伊勢丹タンピネス店
●シンガポール伊勢丹セラングーン店
★シンガポール伊勢丹マンゴブティック
■イセタン（シンガポール）Ltd.
■レキシム（シンガポール）Pte.Ltd.

中国（成都）
●成都伊勢丹
●成都伊勢丹2号店（2015年春オープン予定）

■成都伊勢丹百貨有限公司

◎…持株会社　●…店舗　★…海外店（専門店・ギフトショップ）　■…海外関係会社　◆…海外駐在事務所　○…その他　　*持分法適用関連会社

●バンコク伊勢丹
■イセタン（タイランド）Co.,Ltd.
■アイティーエム クローバー Co.,Ltd.*

●新光三越台北南西店一館
●新光三越台北南西店二館
●新光三越台北南西店三館
●新光三越台北駅前店
●新光三越台北信義新天地A11
●新光三越台北信義新天地A8
●新光三越台北信義新天地A9
●新光三越台北信義新天地A4
●新光三越台北天母店
●新光三越桃園大有店
●新光三越桃園駅前店
●新光三越新竹中華店
●新光三越台中中港店
●新光三越嘉義垂楊店
●新光三越台南中山店
●新光三越台南西門店
●新光三越高雄三多店
●新光三越高雄左営店（1号館、2号館）

■新光三越百貨股份有限公司*

A

F

G

B

C

D
E

G

A F

C

D

H

J

I

K

E

B

H

H

I

J

K

   コ ー ポ レ ー ト デ ー タ  �

� � 国内店舗�（2014年4月1日現在）　�

  コ ー ポ レ ー ト デ ー タ  　 　

� � 海外店舗�（2014年4月1日現在）　�
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連結子会社�........................38社 *持分法適用関連会社�.........................9社

  百貨店業　 

〈国内〉  

〈海外〉  

（株）三越伊勢丹
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-14-1
TEL：03-3352-1111

（株）札幌丸井三越
〒060-0061
北海道札幌市中央区南一条西二丁目11番地
TEL：011-205-1151

（株）函館丸井今井
〒040-0011
北海道函館市本町32番15号
TEL：0138-32-1151

（株）仙台三越
〒980-8543
宮城県仙台市青葉区一番町4-8-15
TEL：022-225-7111

（株）新潟三越伊勢丹
〒950-8589
新潟県新潟市中央区八千代1-6-1
TEL：025-242-1111

伊勢丹（中国）投資有限公司
中華人民共和国上海市南京西路1038号

天津伊勢丹有限公司
中華人民共和国天津市和平区南京路108号�「現代城内」
TEL：86-22-2722-1111

天津濱海新区伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国天津市経済技術開発区第二大街62号
TEL:�86-22-6527-1111

上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国上海市南京西路1038号
TEL：86-21-6272-1111

成都伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国四川省成都市大科甲巷８号利都広場Ｂ座
TEL：86-28-8082-1111

（株）エムアイカード
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18�H&Iビル2階
TEL：03-5273-6500

（株）エムアイ友の会
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町2-44-1
TEL：03-6810-7470

（株）静岡伊勢丹
〒420-0031
静岡県静岡市葵区呉服町1-7
TEL：054-251-2211

（株）名古屋三越
〒460-8669
愛知県名古屋市中区栄3-5-1
TEL：052-252-1111

（株）広島三越
〒730-8545
広島県広島市中区胡町5-1
TEL：082-242-3111

（株）高松三越
〒760-8639
香川県高松市内町7-1
TEL：087-851-5151

（株）松山三越
〒790-8532
愛媛県松山市一番町3-1-1
TEL：089-945-3111

イセタン（シンガポール）Ltd.
593�Havelock�Road�#04-01�Isetan�Office�
Bldg.�Singapore�169641,�Singapore
TEL：65-6732-8866

イセタン（タイランド）Co., Ltd.
4/1-4/2�Central�World,�Rajadamri�Road,�
Pathumwan,�Bangkok�10330,�Thailand
TEL：66-2-255-9898

イセタン オブ ジャパン Sdn. Bhd. 
（マレーシア）
LOT�10�50�Jalan�Sultan�Lamail�50250�
Kuala�Lumpur,�Malaysia
TEL：60-3-2141-7777

（株）岩田屋三越
〒810-8680
福岡県福岡市中央区天神2-5-35
TEL：092-721-1111

*（株）プランタン銀座
〒104-0061
東京都中央区銀座3-2-1
TEL：03-3567-0077

*（株）うすい百貨店
〒963-8004
福島県郡山市中町13-1
TEL：024-932-0001

*（株）ジェイアール西日本伊勢丹
〒600-8555
京都府京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町901
TEL：075-352-1111

米国三越（株）
Suite�200,�7232�Sand�Lake�Road,�Orlando,�
Florida�32819,�U.S.A.
TEL：1-407-352-1986

*新光三越百貨股份有限公司
中華民国台北市松高路19号7-9階
TEL：886-2-8789-5599

*アイティーエム クローバー Co., Ltd.
4/1-4/2�Central�World,�Rajadamri�Road,�
Pathuwan,�Bangkok�10330,�Thailand
TEL：66-2-255-9898

  クレジット ･ 金融 ･ 友の会業業　 
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  不動産業　   不動産業　 

  その他事業　 

（株）三越伊勢丹プロパティ・デザイン
〒160-0022　
東京都新宿区新宿6-27-30��
新宿イーストサイドスクエア15階
TEL:�03-6205-6061

（株）三越不動産
〒160-0022
東京都新宿区新宿6-27-30�
新宿イーストサイドスクエア15階
TEL：03-6205-5208

〈製造・輸出入等・卸売業〉

（株）三越伊勢丹ギフト・ソリューションズ
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18�H&Iビル4階
TEL：03-6810-7440

（株）レオテックス
〒135-8415
東京都江東区清澄1-3-2
TEL：03-3642-5121

（株）レオマート
〒103-0022　
東京都中央区日本橋室町1-9-15�千切屋ビル3階
TEL:�03-3274-8033

（株）センチュリートレーディング 
　　カンパニー
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-11�白鳳ビル4階
TEL：03-3208-5881

イセタンミツコシ（イタリア）S. r. l.
Corso�Venezia,�5�20121�Milano,�Italy
TEL：39-02-76000070

（株）三越伊勢丹フードサービス
〒104-8570
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6500

（株）三越伊勢丹通信販売
〒136-0016
東京都江東区東陽町4-1-13�東陽セントラルビル
TEL:03-5857-8550

（株）マミーナ
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-28-12
TEL：03-5360-3260

*（株）JP三越マーチャンダイジング
〒135-0016　
東京都江東区東陽町4-1-13�東陽セントラルビル
TEL:�03-6738-1950

（株）三越環境デザイン
〒144-0046
東京都大田区東六郷3-1-19
TEL：03-3736-3254

*（株）三越環境ビル管理
〒107-6328　
東京都港区赤坂5-3-1�赤坂Bizタワー28階
TEL：03-5549-7860

〈物流業〉

（株）三越伊勢丹ビジネス・サポート
〒160-0022
東京都新宿区新宿6-27-30��
新宿イーストサイドスクエア15階
TEL：03-6810-7411

〈人材・サービス業〉

（株）三越伊勢丹 
　　ヒューマン・ソリューションズ
〒160-0022
東京都新宿区新宿6-27-30��
新宿イーストサイドスクエア15階
TEL：03-5996-5112

（株）三越伊勢丹ソレイユ
〒160-0022　
東京都新宿区新宿5-16-10�伊勢丹第二別館4階
TEL:�03-3225-2434

*新宿サブナード（株）
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2�新宿サブナードビル
TEL：03-3354-6111

〈情報処理・メディア事業〉

（株）三越伊勢丹 
　　システム・ソリューションズ
〒161-0031
東京都新宿区西落合2-18-20��
ナレッジパーク落合ビル
TEL：03-5996-5112

（株）スタジオアルタ
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-1�ビッグス新宿ビル13階
TEL：03-3350-1200

〈旅行業〉
*（株）JTB伊勢丹トラベル
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-12�静銀ビル6階
TEL：03-5368-3411

  小売 ･ 専門店・通信販売業　 
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1886年

1904年

1907年

1914年

1927年

1928年

1930年

1932年

1933年

1960年

1968年

1972年

1991年

1993年

2003年

2004年

2005年

2007年

1673年

2008年

2010年

2011年

2013年

■1754年創業
　1764年屋号を「岩田屋」とする。

■1872年開店
　1874年屋号を掲げる。

■三井高利が江戸本町一丁目に呉服店「越後屋」を創業。
　当時の商習慣になかった「店前現金売り」
　「小裂いかほどにても売ります」
　のスローガンを掲げた。

■「株式会社三越呉服店」設立。
　「デパートメントストア宣言」を行い、
　日本初の百貨店となる。

■美術部創設（百貨店業界初）。
■日本橋本店ルネッサンス式5階建新館落成。
■ライオン像、日本初のエスカレーターを設置。
■三越ホール（現三越劇場）開設。
　日本初のファッションショーを開催。
■商号を「株式会社三越」と改める。
■銀座店開店。
■地下鉄「三越前」駅 開業、
　日本橋本店地下売場と直結。

■新光三越1号店が台北に開店。

■新館完成により
　「三越日本橋本店」
　グランドオープン。

■三越・伊勢丹の経営統合により、
　三越伊勢丹ホールディングス設立（4月1日）

■首都圏事業会社
　「（株）三越伊勢丹」
　設立（4月）

■三越銀座店増床リモデルオープン（9月）

■小菅丹治が神田旅籠町に
　「伊勢屋丹治呉服店」を創業。

■「株式会社伊勢丹」設立。
■新宿に本店オープン。

■業界初のパーキングビル完成。

■本店「男の新館」オープン。

■シンガポール
　伊勢丹オープン
　（海外1号店）。

■天津伊勢丹オープン。

■本店「メンズ館」
　リモデルオープン。

■岩田屋・連結子会社化。
　名鉄百貨店と業務提携。

■JR大阪三越伊勢丹
　オープン（5月）

■東急百貨店と業務提携。

■伊勢丹新宿本店
　リモデルグランドオープン（3月）
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〈会社概要〉

会 社 名：株式会社三越伊勢丹ホールディングス
本 社：〒160-0022　東京都新宿区新宿五丁目16番10号
設 立：2008年4月1日
事 業 内 容：百貨店業等の事業を行う子会社およびグループ会社

の経営計画・管理ならびにそれに附帯または関連する
事業

資 本 金：501億円
連結売上高：1兆3,215億円（2014年3月期）

〈株式の状況〉

発行可能株式総数：15億株
発行済株式の総数：3億9,486万9,354株
上場証券取引所：東京証券取引所市場第一部、福岡証券取引所
株主名簿管理人：三菱UFJ信託銀行株式会社

〒100-8212
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

株式会社三越伊勢丹ホールディングス

代表取締役会長執行役員 石　塚　邦　雄 

代表取締役社長執行役員 大 西 　 洋

取締役常務執行役員�業務本部長 赤 松 　 憲

取締役常務執行役員�経営戦略本部長 杉　江　俊　彦

取締役常務執行役員�関連事業本部長 竹 田 秀 成

取締役常務執行役員�営業本部長 松 尾 琢 哉 

社外取締役 槍 田 松 瑩

社外取締役 井 田 義 則

社外取締役 永 易 克 典

常勤監査役 髙　田　信　哉

常勤監査役 小　島　浩　介

社外監査役 北　山　禎　介

社外監査役 飯　島　澄　雄

常務執行役員�リスクマネジメント室長 瀧 野 良 夫

執行役員�経営戦略本部企画推進部長 白 井 俊 徳 

執行役員�経営戦略本部人事部長 中 村 守 孝 

執行役員�経営戦略本部市場開発部長 久保田　佳　也 

執行役員�業務本部総務部長 武 藤 隆 明 

執行役員�業務本部業務推進部長� 和 田 秀 治 

執行役員�業務本部財務経理部長 山 崎 茂 樹 

執行役員�関連事業本部国内関連事業部長 飯 田 　 望 

執行役員�関連事業本部海外事業部長 横 山 　 淳 

執行役員�営業本部営業政策部長 柳 　 正 明 

執行役員�営業本部宣伝部長 早 川 　 徹 

執行役員�営業本部地域店舗事業部長 浅 田 龍 一

� � 役員体制  （2014年6月23日現在）　�
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三越伊勢丹グループは、三越・伊勢丹の強みを合わせるだけでなく、異なる

発想と価値観を掛け合わせることで、お客さま満足の最大化を実現し、

お客さまにとってなくてはならない「マイデパートメントストア」をめざします。

「向きあって、その先へ。」－三越伊勢丹グループに関わるすべての人々と

真摯に向きあうことから私たちの明日は始まります。

向 き あって、そ の 先 へ 。

Annual Report 2014
発行　2014年8月／�株式会社�三越伊勢丹ホールディングス�

業務本部�総務部


